
今回は、第19回（平成25年度）環境保全型農業推進コンクールで優秀賞（全国環境保全型農業推進

会議会長賞）を受賞され、お茶、柿などの果樹を生産されている 有限会社宝箱 代表 松浦幸一さん

を訪ねて、農業の状況・課題等についてお話を伺いました（平成26年6月訪問）。

有限会社 有限会社 宝箱

代表者名：松浦 幸一

所 在 地：島根県松江市大庭町

取組分野：有機農業（有機JAS認定）

お 茶 園

○「大庭空山」に初めて登りましたが、中海や宍道湖が眺められたりと、標高が高いんですね？（茶

園にて）

中海や宍道湖、天気の良い日には美しい「大山」も眺めることができます。また、冬には神秘的な

雲海を見ることができます。空がほんとに近いですよ。

○「大庭空山」は赤土の土壌ということですが、改良するのに

どのくらいかかりましたか？

７～８年です。当社では、松江市近郊から集めた剪定くずや

伐採材に糖とおからを混ぜた植物性堆肥を作っているんですが、

その堆肥を毎年まいたところ、土質が変わりました。土作りの

おかげで、お茶の木は根がしっかり生え、からだ（樹体）が強

くなって、できたお茶を飲んでみると、有機栽培で美味しい「香

り」が生まれました。これは、お茶だけでなく、当社で作って

いるあんぽ柿や他の作物にも共通しています。 お茶の細根（ひげ根）

○お茶の木が見るからに「健康（剛健）」で、農地の土の部分は植

物性堆肥の施用でフワフワした感じがありますね。ちょっと根を見

せてもらってよいですか。

どうぞ。当社のお茶の木は、細根（ひげ根）が生えてきてますよ。

根が健康でないと良い香りや味のお茶はできません。土の中にはミ

ミズなんかもいっぱいいるんですよ。

○お茶の収穫量は、慣行栽培と比べていかがですか？

まだ成園になっていない園地も多いので、まだ収量はちょっ

と低い状況ですが、今後の栽培管理で収量は増加する見込みです。 肥沃な土壌



○販売の面では、いかがですか？

有機栽培で、茶の香り、干し柿の甘みが他のものより優れて

いることで、消費者の方からは好評です。飲んだら違いが分か

りますよ。

○この柿の葉っぱは、見慣れたものの２倍くらいの大きさなん

ですが、すごい大きい元気な葉っぱですね。（柿園にて）

植物性堆肥の効果でしょうか？でも、ほんとに美味しい西条柿が

できます。この柿園で採れた柿が、「あんぽ柿」に加工されます。

また、今回、試行錯誤を繰り返して、柿を使った和菓子「あ

んぽ日和」を新しく作りました。一度食べてみていただきたいと思 柿 の 木

います。

※あんぽ柿とは「干し柿」の一種で、完全に乾燥しきらない半干

し状態のものを「あんぽ柿」と呼びます。

○若い方が大勢働いておられますが、何人くらいの方がいます

か？

県農業大学校、農業高校の卒業生６人が働いています。また、

松浦造園からも２人来ていて、農地管理、製茶、加工品製造に従事

してもらっています。

柿 園

○今後、どのような活動を行って行く予定ですか？

地域の「大庭空山」の活性化を目指して、今後、園内に休憩所を

設置して一般の方が景色を楽しめるように、気楽に入ってこられる

場所にしていきたいですね。

大庭空山からの展望

（有）宝箱のみなさん （有）宝箱のロゴ


